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Iはじめに

内視鏡洗浄・消毒履歴管理(以下、履歴管理)

とは、内視鏡を介する感染が報告されている中、

「誰がJ九、つj、「どの装置でJrどのスコープJ

を洗浄・消毒したのかを証拠履歴として記録・

保管されるものである。

履歴管理は欧米諸国では普通に行われてい

るが日本ではまだその概念が浸透しておらず、

遅れているのが現状である。

E 目的

内視鏡が汚染されていないという質の保証、

感染発生時の追跡調査が可能であるという観

点から、当施設では2008年 1月より履歴管理

を手入力にて開始した。

1年5か月経過した時点、で、一次洗浄後、自動

洗浄機にスコープをセットしたものの、洗浄・

消毒開始ボタンを押し忘れ、洗浄済みと思い、

洗浄・消毒が不完全なスコープが使用される、

という事例があった。

この事例を通しこれまで実施していた、履歴

管理の問題点を抽出し、改善策を立て安全で確

実な履歴管理を確立することができたので報

告する。

直方法

2008年 1月より 2009年5月までの履歴管

理の実践状況と判明した問題について検討し

た。

N 結果

①問題点

1)履歴管理表はA4縦書きで40行あり、 1

0池田桂子

塚本美保

井上幸子

坂田幸代

宇都由紀美、

中川やよい

枚で5日間記入しており、間隔も狭いため、記

入しづらかった。

また洗浄機セット後のスコープ番号が見づ

らい位置に表示されていた。

2)業務では洗浄・消毒マニュアルに履歴管理

表の記入方法が明記されていなかった。

洗浄・消毒は洗浄員一人に一任していたため、

追われ作業でありダブ、ルチェック(二人で行う

確認)ができていなかった。

転記は業務終了後であるため、洗浄・消毒漏

れしているか否かを即時に発見できない状況

であった。

②改善策

1)履歴管理表についてはA4を横にし、行を

拡大し、項目は業務の流れに沿った記入法にし

た。(図1)

開始時間を前にし、回数と患者番号を区別す

るために、回数記入欄に「回Jと小さく入れて

いる、また新たにチェック者を入れた。
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図1 改善前後の履歴管理表



従来のスコープセットは番号が見えづらい

位置であったので(図 2)ゼスコープ管理番号

を見やすい位置へ変更したところ、洗浄機セッ

ト後の確認が容易になった。(図3へ)履歴管

理表もスコープ番号が確認出来る位置に貼っ

た。

図2 改善前のスコープセット

図3 改善後のスコープセット

2)業務についてはこれまでの洗浄工程をスタ

ッフと洗浄員が共に振り返り、思い違いや勘違

いはないかを確認した。洗浄機へセットした者

以外のスタップが、洗浄・消毒が終了している

確認を行いダブ〉レチェックとした。

履歴管理表の転記は検査終了ごとに速やか

に行うこととし、記入ミスや漏れがないかの最

終確認を業務終了後リーダーが行うことで、転

記ミスの防止となった。

①スコープをセット L自動洗浄機を閉めた

手で、洗浄開始ボタンを押す、②自動洗浄機の

作動開始音の確認後、開始時間を記入する、③

時間記入後もう一度開始ボタンを押したこと

の確認に赤丸を入れる、など詳細な作業内容を

マニュアノレへ追記し、作業品質の向上へと繋げ

た。

V 考察

履歴管理を行っていたことで、ヒューマンエ

ラーの判明につながり、また履歴管理からスコ

ープの使用前後の追跡調査の結果より、患者が

特定でき、院内の医療安全管理室と感染対策室

との連携にて翌日には患者対応を行うことが

できた。

事例を通じて、履歴管理や業務状況の問題を

明確にし、改善することができた。さらに履歴

管理の重要性を再確認し、スタッフへの意識付

けが向上でき、手入力ではあるが確実に、履歴

管理ができている。

履歴管理を行うことで、業務内容が増え負担

も大きくなった、より効率的で精度の高い履歴

管理システムとして患者情報や機器のバーコ

ード化そして電子カルテと連動した電子化を

検討中である。

VI結論

今現在、当院での履歴管理システムは安定し

管理されている。電子化されてもとれに満足す

ることなく、ヒューマンエラーを見抜くのは人

の意識が重要であることを忘れず、安全で感染

のない内視鏡検査・治療を提供したい
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